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��� （昭和５１年６月７日第三種郵便物認可）

「
古
代
中
国
・
オ
リ
エ
ン
ト
の
美
術
」
展
が
二
月
十
五
日
、
東
京
・
文
京
区
の
永
青
文
庫
で
開
幕
す

る
（
四
月
十
五
日
ま
で
）。
同
展
は
、
同
文
庫
が
細
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
保
存
と
公
開
を
目
的
に
昭
和

二
十
五
年
に
財
団
と
し
て
設
立
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
が
七
〇
周
年
に
当
た
る
の
を
記
念
し
て
開
く
記
念

展
の
第
一
弾
。
同
文
庫
が
年
に
四
回
開
催
し
て
い
る
恒
例
の
館
蔵
品
に
よ
る
企
画
展
の
「
令
和
元
年
度

早
春
展
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
だ
が
、
記
念
展
の
ス
タ
ー
ト
で
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
細
川
ミ
ラ
ー
」

と
し
て
名
高
い
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
屈
指
の
逸
品
で
国
宝
指
定
の
「
金
銀
錯
狩
猟
文
鏡
」
（
中
国
）
と
、

同
じ
く
国
宝
指
定
の
「
金
彩
鳥
獣
雲
文
銅
盤
」（
同
）
が
期
間
限
定
で
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
こ
の
春
必
見
の
一
展
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。（
十
～
十
一
面
に
関
連
グ
ラ
フ
）

今
回
展
は
、
細
川
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
中
核
を
成
す
、
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
生
み
の
親
で
、
同
文
庫
の
設

立
者
で
も
あ
る
細
川
家
十
六
代
、

細
川
護
立
（
も
り
た
つ
�
一
八
八

三
～
一
九
七
〇
）
が
収
集
に
最
も

強
い
情
熱
を
注
い
だ
と
さ
れ
る
古

代
中
国
関
係
の
美
術
を
軸
に
、
合

わ
せ
て
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
公
開

機
会
の
な
か
っ
た
と
い
う
オ
リ
エ

ン
ト
美
術
、
ま
た
中
国
を
題
材
と

し
た
近
代
絵
画
な
ど
ま
で
、
「
古

代
中
国
・
オ
リ
エ
ン
ト
」
を
メ
ー

ン
テ
ー
マ
と
し
た
多
彩
な
内
容
の

展
示
と
な
る
。

そ
う
し
た
中
で
も
と
り
わ
け
の

見
ど
こ
ろ
は
何
と
言
っ
て
も
、「
期

間
限
定
」
で
二
カ
月
に
及
ぶ
会
期

の
前
半
と
後
半
に
、
い
わ
ば
�
シ

フ
ト
勤
務
�的
に
展
示
さ
れ
る「
金

銀
錯
狩
猟
文
鏡
」
と
「
金
彩
鳥
獣

雲
文
銅
盤
」
国
宝
二
品
。
こ
れ
ら

は
、
わ
が
国
に
伝
存
し
、
国
内
の

各
家
各
館
で
厳
重
に
保
護
さ
れ
て

い
る
数
あ
る
中
国
古
代
の
文
物
名

宝
の
中
で
も
�
絶
品
中
の
絶
品
�

と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
ら

を
一
度
に
鑑
賞
で
き
る
機
会
は
め

っ
た
に
な
い
。

ま
ず
、
「
金
銀
錯
狩
猟
文
鏡
」

は
、
同
館
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
中

国
・
河
南
省
洛
陽
の
金
村
古
墳
か

ら
出
土
し
た
も
の
。
白
銅
質
の
鏡

面
と
青
銅
製
の
鏡
背
か
ら
成
る
銅

鏡
で
、
鏡
背
に
は
三
つ
の
怪
獣
渦

文
の
間
に
禽
獣
や
狩
猟
の
文
様
が

象
嵌
さ
れ
て
お
り
、
剣
を
手
に
し

た
馬
上
の
人
物
と
虎
図
の
極
め
て

写
実
的
な
表
現
か
ら
、
「
狩
猟
文

鏡
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。

中
国
の
戦
国
時
代
（
Ｂ
Ｃ
五
～

同
三
世
紀
）
に
流
行
し
た
、
金
属

に
文
様
を
刻
し
て
金
や
銀
な
ど
を

は
め
込
む
象
嵌
技
法
（
金
銀
錯
）

に
よ
る
鏡
面
の
現
存
最
優
品
と
さ

れ
る
逸
品
で
、
世
界
的
に
「
細
川

ミ
ラ
ー
」
と
し
て
名
高
い
。

一
方
の「
金
彩
鳥
獣
雲
文
銅
盤
」

は
、
護
立
が
大
正
末
年
か
ら
一
年

半
に
わ
た
っ
た
欧
州
め
ぐ
り
の
途

次
、
パ
リ
で
出
合
っ
て
購
入
し
、

こ
れ
を
キ
ッ
カ
ケ
に
本
格
的
に
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
始
め
た
と
い
わ
れ

る
い
わ
く
つ
き
の
名
宝
。
古
代
中

国
の
Ｂ
Ｃ
三
～
Ａ
Ｄ
一
世
紀
（
前

漢
～
王
莽
新
代
頃
）
の
も
の
と
さ

れ
、
形
状
的
に
は
料
理
を
盛
る
器

と
見
ら
れ
る
が
、
鳥
獣
や
雲
文
が

筆
を
用
い
て
金
で
描
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
実
用
品
で
は
な
く
宮

廷
用
の
特
別
な
用
途
に
用
い
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

今
回
展
は
、
こ
れ
ら
の
国
宝
名

品
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
古
代
の

文
物
・
美
術
品
の
優
品
が
ま
ず
見

ど
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、

護
立
が
強
い
関
心
を
抱
い
て
収
集

に
打
ち
込
ん
だ
と
い
わ
れ
る
オ
リ

エ
ン
ト
美
術
、
中
で
も
優
品
揃
い

と
し
て
知
ら
れ
る
古
代
イ
ス
ラ
ム

の
陶
器
や
タ
イ
ル
類
、
東
地
中
海

沿
岸
地
域
か
ら
の
出
土
品
や
古
代

エ
ジ
プ
ト
の
王
墓
か
ら
の
出
土
品

等
々
、
ま
た
代
々
茶
の
湯
を
愛
好

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
大
名
家
、

細
川
家
伝
来
の
朝
鮮
時
代
の
高
麗

茶
碗
な
ど
ま
で
、
実
に
多
彩
な
展

示
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
ら
と
合
わ
せ
て
、
中

国
と
中
国
文
化
に
人
一
倍
強
い
憧

れ
を
抱
い
て
い
た
護
立
と
親
交
の

あ
っ
た
近
代
の
洋
画
家
、
安
井
曽

太
郎
や
梅
原
龍
三
郎
ら
が
、
中
国

に
赴
い
て
制
作
し
た
絵
画
作
品

や
、
画
家
が
護
立
に
宛
て
た
書
簡

等
の
展
示
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
等
は
、
�
〇
三
―

三
九
四
一
―
〇
八
五
〇
同
館
へ
。

▲�１中国戦国時代の「金銀錯狩猟文鏡」（国宝）永青文庫屈
指の名宝の一つで、「細川ミラー」として世界的に名高い

◇

�
画
像
説
明
・
デ
�
タ
�
�１
「
金

銀
錯
狩
猟
文
鏡
」（
国
宝
）（
中
国

戦
国
時
代
・
Ｂ
Ｃ
４
～
同
３
Ｃ
）

�
３
月
１５
日
ま
で
展
示
、
�２
「
金

彩
鳥
獣
雲
文
銅
盤
」（
国
宝
）（
前

漢
～
新
・
Ｂ
Ｃ
３
～
１
Ｃ
）
�
３

月
１７
日
か
ら
展
示
、
�３
「
木
製
シ

ャ
ブ
テ
ィ
」
（
古
代
エ
ジ
プ
ト
新

王
国
第
１８
王
朝
時
代
・
Ｂ
Ｃ
１５
～

同
１４
Ｃ
頃
）
、
�４
「
白
釉
色
絵
人

物
文
鉢
」（
イ
ラ
ン
１２
～
１３
Ｃ
）、

�５「
ゴ
ー
ル
ド
バ
ン
ド
ガ
ラ
ス
碗
」

（
東
地
中
海
沿
岸
地
域
・
Ｂ
Ｃ
２

～
同
１
Ｃ
）、
�６
「
柿
の
蔕
茶
碗
」

（
朝
鮮
・
１６
Ｃ
）
、
�７
「
人
物
画

タ
イ
ル
」（
イ
ラ
ン
・
１７
Ｃ
）

東
博
の
入
館
料
の

大
幅
値
上
げ
方
針
に

つ
い
て
異
論
を
差
し

挟
ん
だ
ら
、
各
方
面

か
ら
い
ろ
い
ろ
お
励

ま
し
を
頂
き
、
同
憂

の
士
が
少
な
く
な
い

こ
と
を
実
感
し
た
▼
あ
る
読
者
か

ら
は
、
「
東
博
の
考
え
方
は
安
易

す
ぎ
て
、
論
外
。
博
物
館
法
に
は
、

国
民
共
有
の
文
化
財
に
つ
い
て
、

無
料
で
国
民
に
展
覧
、
鑑
賞
さ
せ

る
こ
と
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の

だ
」
、
と
ご
教
示
頂
い
た
。
そ
う

な
の
か
と
、
早
速
「
博
物
館
法
」

を
ひ
も
解
い
て
み
た
。
そ
う
し
た

ら
、
博
物
館
法
第
二
十
三
条
に
は

こ
う
あ
っ
た
。「
公
立
博
物
館
は
、

入
館
料
そ
の
他
博
物
館
資
料
の
利

用
に
対
す
る
対
価
を
徴
収
し
て
は

な
ら
な
い
」
。
な
る
ほ
ど
、
そ
う

な
の
か
▼
じ
ゃ
あ
な
ぜ
、
各
館
と

も
大
っ
ぴ
ら
に
入
館
料
を
徴
収
し

て
い
る
か
。
で
、
二
十
三
条
を
よ

く
読
む
と
、後
段
に
こ
う
あ
っ
た
。

「
但
し
、
博
物
館
の
維
持
運
営
の

た
め
に
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ

る
場
合
は
、
必
要
な
対
価
を
徴
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
。
な
る
ほ

ど
、法
律
は
作
る
人
も
使
う
人
も
、

ち
ゃ
ん
と
抜
け
道
が
分
か
っ
て
い

る
の
で
あ
る
▼
だ
が
、東
博
は「
将

来
の
た
め
の
財
務
基
盤
の
整
備
」

を
掲
げ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
こ

れ
は
「
や
む
を
得
な
い
事
情
」
と

は
ち
ょ
っ
と
違
う
。
ち
な
み
に
、

海
外
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
ソ

ウ
ル
の
国
立
中
央
博
物
館
に
し
て

も
、
中
国
の
上
海
博
物
館
、
天
津

博
物
館
に
し
て
も
、
す
べ
て
入
館

料
は
無
料
。
こ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
の
だ
。

全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
で
は
、
平
成
２
年
（
一

九
九
〇
）
よ
り
、
教
員
養
成
を
主
た
る
目
的
と
し
た
テ
キ

ス
ト
を
編
集
し
、
上
梓
し
て
き
ま
し
た
。
初
版
テ
キ
ス
ト

は
『
書
写
指
導
小
学
校
編
』
『
書
写
指
導
中
学
校
編
』
の

二
分
冊
で
し
た
。
何
度
か
の
改
訂
を
経
て
、
平
成
１５
年（
二

〇
〇
三
）
に
は
一
冊
に
ま
と
め
た
『
新
編
書
写
指
導
』
と

し
て
上
梓
し
ま
し
た
。
平
成
２２
年
（
二
〇
一
〇
）
に
は
、

授
業
理
論
と
指
導
内
容
お
よ
び
資
料
編
の
見
直
し
を
お
こ

な
い
、
内
容
の
精
選
を
は
か
る
と
と
も
に
二
色
刷
り
と
し

た
『
明
解
書
写
教
育
』
を
上
梓
し
ま
し
た
。

情
報
環
境
の
急
激
な
変
化
に
伴
っ
て
、
文
字
を
使
用
す

る
場
面
や
意
識
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
文
字
を
手
書
き
す
る
力
を
よ

り
確
か
な
も
の
と
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
主
体
的
に
手
書

き
す
る
人
で
あ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
わ
か
り
や
す
く
的
確
な
書
写
学
習
が
求
め
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
今
回
、
社
会
や
教
育
の
動
向
に
応
え
、
ま

た
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
対
応
す
る
た
め
、
テ
キ
ス
ト

内
容
の
全
面
改
訂
を
お
こ
な
い
、
本
書
の
上
梓
に
至
り
ま

し
た
。

本
学
会
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
近
年
の
教
育
動
向
に

即
す
と
と
も
に
、
内
容
を
精
選
し
わ
か
り
や
す
さ
を
重
視

し
ま
し
た
。
基
本
的
に
見
開
き
で
内
容
を
理
解
し
や
す
い

構
成
と
し
、
図
版
等
を
中
心
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
を
進
め
ま

し
た
。

本
書
は
、
大
学
で
の
教
員
養
成
に
お
け
る
書
写
に
関
す

る
授
業
で
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
社

会
教
育
を
含
む
、
広
く
文
字
を
手
書
き
す
る
こ
と
の
指
導

に
関
わ
る
多
く
の
皆
様
の
参
考
に
供
す
る
こ
と
も
願
っ
て

お
り
ま
す
。（
本
書
「
あ
と
が
き
」
よ
り
）
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